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特集●たからものだよ、みんな！

たからものだよ、みんな！
一人ひとりの輝きを大切に
「特別支援教育」充実強化へ

特集

　「窓ぎわのトットちゃん*」は、落ち着きがないからと、小学校を追い出されてしまいました。
以前の学校や社会では、型にはまらないもの、理解できにくいものを、区別してしまおう
という風潮があったように思います。現在はどうでしょう。
　学校は、一人ひとりとていねいに向き合い、考え方や個性を尊重し、それぞれの子ど
もの可能性の芽を伸ばす方向に変わってきています。集団のなかで周囲とうまくなじめず、
関係を築くことが苦手なために、悲しい思いをしないように。互いの違いや個性を認め合
い、いきいきとした生活を送れるように。こうした願いを大切に、子どもの気持ちに寄り
添い、学習や生活のなかで生きる力を育むための教育が、重視されています。
　今月は、「特別支援教育」について理解し、その取り組みを通して、支え合いの心を
学びたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　*黒柳徹子 著（1981年／講談社）
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田
中
小
の
茅
野
進
校
長
は
、
障
害
児
教

育
に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
経
験
か
ら
、諏
訪

地
区
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

等
連
絡
会
を
立
ち
上
げ
、
諏
訪
圏
域
で
の

研
究
、
啓
発
を
リ
ー
ド
す
る
第
一
人
者
。

　
田
中
小
で
も
工
夫
を
こ
ら
し
な
が
ら
、特

別
支
援
教
育
の
実
践
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
っ
て
…
？
な
ど
な
ど
、

み
な
さ
ん
の
疑
問
に
、
茅
野
先
生
と
市
の

担
当
職
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

学
校
は
、
ど
う
変
わ
る
の
？

ま
ず
は
授
業
を
、
だ
れ
に
と
っ
て
も

わ
か
り
や
す
く
、
学
び
や
す
い
も
の

に
し
ま
す
。
教
育
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
化
と
考
え
れ
ば
、
わ
か
り
や
す
い
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
本
来
の
好
奇
心
で
、
ど
ん
ど

ん
学
べ
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
や
り
に
く
く
し

て
い
る
も
の
を
整
理
し
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
へ
の
説
明
は
、
セ
ン
テ
ン
ス
を
短

く
し
て
簡
潔
に
、
掲
示
物
な
ど
余
分
な
刺
激

は
取
り
除
く
、
困
っ
た
と
き
の
サ
イ
ン
を
決

め
て
お
く
…
と
い
っ
た
よ
う
に
、
ひ
と
つ
ず
つ

授
業
に
集
中
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
す
。
教
師
は
、
新
し
い
視
点
と
新
し
い
も

「特別支援教育」ってなぁに？
　障害のある子どもの自立や社会参加に向け、個性を尊重し合う社会をつくるため、学校に「心
のバリアフリー」を根づかせながら、児童生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その持て
る力を高めて、生活や学習上の困難を改善したり克服したりしていかれるように、適切な指導、
必要な支援を行うこと。あらゆる学校、あらゆる学級で、それをめざします。
　最近では、身体的な障害や知的発達の遅れだけでなく、集団のなかでうまく適応できない
など、発達特性のある子どもも増加し、またノーマライゼーション※の進展なども背景として、
いずれの学校においても、特別な支援を必要とする児童生徒に配慮していくよう、校内では、
校長、担任、特別支援教育コーディネーターが中核とな
り、医療、保健、福祉などの機関と連携、協力して対応
しています。
　岡谷市では、平成24年度から3年間の計画で、特別
支援教育に重点を置いて取り組んでいます。
※ノーマライゼーション…障害者を特別視するのではなく、一般社会
のなかで普通の生活が送れるような条件を整えるべきであり、とも
に生きる社会こそあたりまえであるという考え方です。

の
さ
し
を
つ
ね
に
持
っ
て
、
継
続
し
て
研
究

し
、
力
量
を
高
め
て
行
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
は
、
障
害

を
特
別
視
す
る
空
気
を
な
く
し
、
も
っ
と
近

く
に
来
て
現
状
を
正
し
く
理
解
し
、
認
め
合

い
、
必
要
と
し
合
っ
て
、
と
も
に
生
き
る
と

い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
行
政
に
お
い
て
も
、
教
育

環
境
の
整
備
や
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
の

成
長
を
支
え
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

市
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

障
害
の
あ
る
人
が
、
社
会
の
な
か
で

普
通
に
生
活
し
、
そ
の
一
員
と
し
て

豊
か
に
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
に
と

け
込
ん
で
、
活
動
を
と
も
に
し
、
仲
間
と
し

て
わ
か
り
合
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

学
校
に
お
い
て
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

と
障
害
の
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、
と
も
に
学

び
、
と
も
に
育
つ
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と

は
、
そ
の
第
一
歩
。「
知
り
あ
い
、
ふ
れ
あ
い
、

学
び
あ
う
」
こ
と
を
通
し
て
、
子
ど
も
同
士

が
相
互
理
解
を
深
め
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も

も「
社
会
で
自
立
で
き
る
自
信
と
力
」を
育
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
道
を
つ
く
り
進
め
て

い
く
の
が
市
の
仕
事
で
す
。
学
校
と
家
庭
の

橋
渡
し
や
地
域
へ
の
働
き
か
け
は
も
ち
ろ

ん
、
広
範
囲
で
の
連
携
に
力
を
入
れ
る
と
と

も
に
、
相
談
機
能
を
充
実
し
、
教
育
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
し
く

み
と
し
て
、
副
学
籍
の
来
年
度
導
入
に
向
け
、

教えて！
茅野先生

A

A
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ち
に
と
っ
て
も
、
障
害
の

あ
る
子
ど
も
に
対
す
る

理
解
と
認
識
を
深
め
る

機
会
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
実
施
さ
れ
て
き
た
交
流
活
動

は
、
学
校
や
地
域
の
実
態
に
応
じ
て
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
地
域
で
の
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
参

加
す
る
例
も
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
特
別

支
援
学
校
で
も
、
文
化
祭
な
ど
の
学
校
行

事
に
地
域
の
人
た
ち
を
招
き
、
学
習
の
よ

う
す
を
紹
介
し
た
り
、
交
流
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
地
域
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
、
子
ど
も
が
し
た
い
こ
と
、
楽
し
い
と

思
え
る
こ
と
、
達
成
感
が
喜
び
に
つ
な
が
る

こ
と
な
ど
を
提
案
し
、
自
立
や
社
会
参
加

を
応
援
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
と
も
に
支
え
合
っ
て
、
み
ん
な
が
い
き

い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

副
学
籍
の
意
味
と
目
的
は
？

副
学
籍
と
は
、特
別
支
援
学
校
に
通

う
子
ど
も
が
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
の
小
・
中
学
校
に
も
副
次
的
に
籍
を
お

く
こ
と
。
と
も
に
学
び
、
と
も
に
育
つ
機
会

の
拡
大
に
よ
っ
て
、
地
域
と
温
か
な
つ
な
が

り
を
持
ち
、
お
互
い
を
認
め
合
っ
て
成
長
す

る
な
か
で
、
お
か
や
の一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
が
輝
け
る
よ
う
願
っ
て
、
実
施
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
学
校
と
小
・
中
学
校
と
の
間
で

は
、
す
で
に
、
学
校
行
事
な
ど
で
、
交
流
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、副
学
籍
に
よ
り
、

居
住
地
の
学
校
に
、
下
駄
箱
、
机
、
い
す
な

ど
が
常
備
さ
れ
、
学
級
名
簿
に
も
名
前
が
載

る
よ
う
に
な
る
と
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
し
て

の
居
場
所
を
得
る
こ
と
に
な
り
、
行
事
や
活

動
へ
の
参
加
機
会
も
広
が
り
ま
す
。
本
人

や
保
護
者
、
学
校
の
希
望
を
確
認
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

相
談
は
ど
こ
で
で
き
る
の
？

特
別
支
援
教
育
の
ほ
か
に
も
、
子

ど
も
の
育
ち
全
般
に
わ
た
り
、
次

の
窓
口
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
関

係
機
関
と
連
携
し
、
状
況
に
応
じ
た
支
援
に

つ
な
が
る
よ
う
、
学
校
や
保
育
園
へ
の
助
言

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
話
す
こ
と
で
解
決

の
糸
口
が
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

♥
子
ど
も
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
２
階 

教
育
総
務
課
内 

内
線
１
２
１
５
）

相
談
内
容
…
学
校
生
活
に
関
す
る
こ
と
、

入
学
・
進
学
に
関
す
る
こ
と
、
不
登
校

問
題
に
関
す
る
こ
と
、
生
活
習
慣
や
し

つ
け
の
こ
と
、
言
葉
や
身
体
の
発
達
に

関
す
る
こ
と
、
家
庭
に
お
け
る
養
育
の

こ
と　

な
ど

相
談
日
時
…
月
〜
金
曜
日 

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時   

♥
教
育
相
談
室

（
諏
訪
湖
ハ
イ
ツ
１
階
☎
２
４-

２
２
０
６
）

一
般
教
育
相
談

受
付
…
月
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
午
後

５
時 　

夜
間
教
育
相
談

受
付
…
毎
月
第
３
火
曜
日 

午
後
５
時
30

分
〜
８
時

専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
教
育
相
談

　

臨
床
心
理
士
（
西
村
由
記
子
先
生
）
に

よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
相
談

相
談
日
…
10
月
３
日
・
18
日
、
11
月
７
日
・

15
日（
予
約
制
。
１
人
あ
た
り
50
分
）

♥
フ
レ
ン
ド
リ
ー
教
室

（
諏
訪
湖
ハ
イ
ツ
１
階
☎
２
４-
２
２
０
６
）

　
「
学
校
へ
行
き
に
く
い
」「
不
登
校
で
悩

ん
で
い
る
」
と
い
う
子
ど
も
の
た
め
の
教

室
。
こ
の
教
室
へ
の
通
室
は
学
校
の
出
席

扱
い
と
な
り
ま
す
。中
学
生
対
象
で
す
が
、

小
学
生
の
場
合
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

♥
中
学
校
中
間
教
室（
市
内
４
中
学
内
に
開
設
） 

　
「
学
校
へ
は
通
え
る
け
れ
ど
ク
ラ
ス
に
入

れ
な
い
」と
い
う
子
ど
も
た
ち
に
、
専
任
の

指
導
員
が
寄
り
添
い
、
学
習
支
援
や
適

応
指
導
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
へ
。

特
別
支
援
学
級
の
子
ど
も
と

通
常
の
学
級
の
か
か
わ
り
は
？ 

特
別
支
援
学
級
と
通
常
の
学
級
の

間
で
は
、
学
校
生
活
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
、
と
も
に
過
ご
す
機
会
が
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。
教
科
の
勉
強
が
一
緒
に
で
き

な
く
て
も
、
総
合
学
習
や
音
楽
、
体
育
、

図
工（
美
術
）な
ど
、
そ
し
て
学
校
行
事
や
給

食
な
ど
で
は
、
原
籍
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
と
活

動
を
と
も
に
し
ま
す
。
通
常
の
学
級
で
は
、

弱
視
や
難
聴
、
自
閉
症
、
言
語
や
情
緒
の

障
害
、
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）、
注
意
欠
陥
多

動
性
障
害（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）な
ど
の
子
ど
も
に
対

応
し
、
必
要
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
授
業
を
通
常
の
学
級
で
受
け
な

が
ら
、
状
態
に
応
じ
て

特
別
支
援
学
級
で
指
導

を
受
け
る
形
態
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

地
域
で
と
も
に
暮
ら
す
っ
て
？ 

交
流
や
共
同
学
習
は
、
障
害
の
あ

る
子
ど
も
に
と
っ
て
有
意
義
な
だ
け

で
な
く
、
す
べ
て
の
子
ど
も
や
地
域
の
人
た

AA

AA
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知りあい、ふれあい、学びあって！ 
　ほかの子が「当たり前にできる」ことなのに、自分は「できない」。障害のある子どもは、ない子どもより、それがちょっと
多いだけ。じょうずにできることがたくさんあっても、できないことが目だってしまうと、なかなか認めてもらえません。
　子どもにとっての疎外感や挫折感は、想像以上につらいことです。誤解をなくし、できることを認め、個性を評価してあ
げられたら、楽しさや日々の輝きが、きっと違ってきます。おかやの子どもが、一人ひとりみんな輝けるように、わたした
ちも理解の幅を広げていきましょう。

市立岡谷図書館 タイアップ企画
～もうひとりで悩まない～

 「みんなで子育て」  特設コーナー設置
期間…9月29日（土）～10月25日（木）
　子育ては十人十色…子育て中のパパ・ママにおくるヒント
や、発達特性のある子どもについてやさしく解説した本を集
めてみました。貸し出し可能ですので、ぜひご利用ください。

「仲間と描く大きな未来 ～一途に ひたむきに～」
　すべての人が自分らしく輝いて暮らしていくことができる未
来を、多くの人とともに描きたいと願い、イベントを開催します。
多くのみなさんのご参加をお待ちしています!!

日時…12月16日（日） 正午～４時
場所…カノラホール 小ホール
内容…映画上映会
　　　　「幸せの太鼓を響かせて～インクルージョン～」
　　　福祉施設ほかで製作した自主製品販売、
　　　和太鼓チーム「湖響龍夢」の演奏会　など
主催…「未来プロジェクト 絆」
共催…川岸地区障害児療育・社会参加支援事業「おでかけク
ラブ」、岡谷市、岡谷市教育委員会

【学校の連携から】 
9月3日 「やまびこ交流会」 開催
　湖北地区小中学校の特別支援学級の
児童生徒とその保護者を対象に、交流
会が開かれました。いつもと違う場所、
学年や学校の枠を越えた大人数のなか
で、人間関係の幅を広げ、一人ひとり
の社会性を育てていく機会にしようと企
画され、グループに分かれて自己紹介を
したり、遊びに挑戦したり、みんなでお
弁当を食べたりして、自然豊かなやまび
こ公園を、みんなで満喫しました。

〈参加者の声〉
　子どもが、みんなのなかで楽しんでいる姿を見られて、うれし
く思いました。
　ふだんの生活では、見た目に障害がわからないので、わがま
まと見られてしまうこともあります。だんだんに落ち着いてくるとは
思いますが、理解されないことは、本人にとってもつらいことな
ので、外の世界の刺激をできるだけ味わって、経験から多くを
学んでほしいです。親としても、積極的に外に出て、まわりのみなさんにわかっ
てもらえるよう努めたいと思っています。
　今のところは、まだ幼いことや、いっぱいいっぱいまでがんばってしまう本人の
律儀さから、気づかないうちにストレスがたまり、あとから障害の兆候が出たりす
ることもあるので、家でリラックスできる環境をだいじに、徐々に外になじんで地
域のなかに入って行かれるよう、焦らずようすを見ながら応援していきたいです。

【地域の取り組みから】 
三沢区民農園で農作業体験
　三沢区では、自然とふれあい遊んだり、野菜
を育てたりすることが、子どもたちの心身の養成
につながれば…との思いから、区民農園の一部を
「体験農園」として開放。ハンディキャップのある
人や子ども、就農希望の学生らの受け入れを行っ
ています。
　川岸小と岡谷西部中の特別支援学級、また川
岸地区から養護学校に通っている子どもと、そ
の友だちや保護者でつくる「おでかけクラブ」で
は、6月下旬から週1回のペースで農園を訪れ、
種まきや草取りから野菜の収穫までを自分たちの
手で経験しました。
　体験農園は、地域が子どもたちを見守り、支
援の輪を広げ、理解を深め合う活動として、今
後も続けられる予定です。

入場無料
申込み不要

問合せ●教育総務課（内線1215）

「発達障害を持つ
　子どもの心ガイドブック」
主婦の友社 編／主婦の友社
自閉症、アスペルガー症候群、ADHD、LD
など、発達障害を持つ子どもたち。子ども
の生きづらさを取り除いてあげるために、学
校や家庭でできることは？


